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福島第一原発において安全、かつ迅速に燃料デブリを取り出すことを目的として、非溶解性中性子吸収

剤を用いた再臨界防止剤の開発を行っている。我々はビスコトップ（ＶＴ）による炭化ホウ素を担持した

高粘度流動体が有効であると考えている。ＶＴは紐状ミセルを形成する界面活性剤自己集合体であり、放

射線による分解が予測される。ＶＴの耐放射線性と高温における溶出耐性の改善検討を行った。 
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1. 緒言 

水溶液中において、界面活性剤は様々な形態の自己集合体を形成する。数多くの自己集合形態の中で、

紐状ミセルは非常に高い粘弾性を有する流動体を形成する。紐状ミセルは多くの炭化ホウ素粒子を担持す

ることが出来、またこの流動体は水中で燃料デブリの新しい破断面に展着することが出来る。それによっ

て、ＶＴは再臨界防止に貢献出来るものと考えている。 

2. ＶＴの放射線耐性 

ＶＴはアルキルアリルスルホネート（アニオン）とアルキルアン

モニウム塩（カチオン）とのコンプレックスである。ＶＴは積算照

射量 100kGy程度のγ線線量であれば問題ないが、デブリ取出し時に

課題とされるような高いγ線積算照射線量（7200kGy）に曝されると

アニオンとカチオンは迅速に分解され、紐状ミセルが解体すること

により粘弾性が喪失する。γ線に対する安定化剤を探索した結果、

カチオンの分解率は抑制されるもののアニオンについては充分でないことが明らかとなった。そこで、ア

ルキルアリルスルホネートをサリチル酸塩に代替することで分解率が抑制できることが分かった。 

3. 高温水に対する溶出耐性 

ＶＴは高温水に溶解する。原子炉格納容器中では水が高温になる可能性があることから、高温に対する

耐性が必要とされる。検討を進めた結果、カチオンのアルキル鎖長を長くすることにより高温水に対する

溶解耐性が向上することが明らかとなった。 

4. 結論 

我々はＶＴを改良して燃料デブリの再臨界を防止するための非溶解性中性子吸収剤を開発した。放射線

耐性、高温溶出性の改善を行ったが、まだまだ課題は多く残り更なる改善検討を行っている。本発表では

最新知見を紹介する予定である。 
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